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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち､明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます。
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子185BaO471(8S)1111

ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

』

』
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一

域
を
‐
月
陥
昊
）
か
ら
鮒
《

瀞
の
↓

士
”
″
（
水
）
ま
で
自
転
車
駐
車

地

協
辺
琴
菫
舌
篁
雲
臺
臺

瓢
し
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
市
で
は
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、

周
腎
薑
壽
臺
壱
壱
莉
臺

画
と

駅
Ｉ
蓬
窯
籠
雲
雲
藷

》
蕗
榊
坤
砺
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
Ⅱ

台
菫
奎
董
畿
讓
臺
菫
琶

一
一
》
』
一
で
は
、
放
遥
自
転
車
が
後
を
絶
た
駅
ま
で
自
転
車
を
利
用
す
る
方
や

王
暑
毫
蒔
譽
蜑

車
高
簑
暑
峠
豊
轆

天
転
”
蕊
謹
鑪
鋪
蕊
感
蕊

●
士
同
】
国
葬
錘
錘
》
》
罐
御
霊
準
推
誇
唾
葎
、
を
耐
塞
峨
）
制
癖
詠
権
準
謹
軒
転

子
妻
雲
鬘
譽

阜
一
一
轌
一
‐
険
で
す
。

現
在
、
天
王
台
駅
北
口
に
あ
る
被
極
的
に
行
う
一
方
、
効
率
的
な

孫
放
電
窯
篝
蒐
蕊
零
霊

我
の
蕊
瀦
篭
證
騨
蕊
駐
蕊

一
謂
蕊
謡
紗
金
子
誠
選
壬
捌
北
躰
）
を
市
長
が
激
勵

●
■
Ｑ
■
６
℃
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■
も
ｂ
ｑ
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Ｂ
■
も
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Ｑ
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５
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Ｇ
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ｂ
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ｂ
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ｑ
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Ｑ
■
Ｑ
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俊
足
・
強
打
・
強
肩
の
大
型

内
野
手
と
し
て
、
平
成
５
年
の

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
３
位
指
名

を
受
け
入
団
。

昨
年
か
ら
本
格
的
に
一
軍
入

り
し
、
リ
ー
グ
優
勝
こ
そ
逃
し

，

た
も
の
の
１
年
を
通
し
て
目
覚

ま
し
い
活
曜
を
見
せ
る
な
ど
、
自

己
の
実
繊
が
高
く
評
価
さ
れ
、
パ

、
ン
フ
ィ
ッ
ク
リ
ー
グ
野
球
連
盟
か

ら
、
１
９
９
６
年
度
「
最
優
秀
新

人
王
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

狸
月
型
日
（
日
）
に
は
、
「
新
人

１
月
陥
日
（
木
）
か
ら
羽

（
水
）
ま
で
自
転
車
駐
車

が
盛
大
に
行
わ
れ
る

瀞
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け

木
）
か
ら
羽

目
転
車
駐
車

王
受
賞
記
念
祝
筑
会
」
が
行
わ

れ
、
福
嶋
市
長
を
は
じ
め
少
年

野
球
チ
ー
ム
「
カ
ー
ー
ス
ル
ネ

ジ
ュ
ニ
ア
」
に
所
属
し
て
い
た

当
時
の
監
督
、
学
生
時
代
の
恩

師
・
友
人
な
ど
、
多
く
の
方
か

ら
熱
い
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

席
上
、
福
嶋
市
長
は
、
「
新

人
王
を
独
得
さ
れ
た
こ
と
は
、

哩
万
市
民
に
と
っ
て
大
き
な
喜

び
で
あ
り
、
郷
土
の
誇
り
で
す
」

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。

今
後
も
、
プ
ロ
野
球
フ
ア
ン

や
子
ど
も
た
ち
に
〃
夢
″
を
与

え
る
よ
う
な
プ
レ
ー
で
一
歩

一
歩
頂
上
を
き
わ
め
ら
れ
る
よ

う
さ
ら
な
る
飛
躍
を
心
か
ら
期

待
し
た
い
。

天
王
台
駅
北
口
地
区
の
第
１
．

２
自
転
車
駐
車
場
（
屋
外
）
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
有
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
現
在
利
用
中
の

方
及
び
新
た
に
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
も
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
申
請
１
月
嘔
日
（
木
）
か

ら
調
日
（
水
）
ま
で

▼
新
規
募
集
す
る
自
転
車
駐
車
場

（
屋
外
）
．
：
図
２
の
⑨
．
⑩
参
照

（
１
年
契
約
）

▼
追
加
募
集
す
る
自
転
車
駐
車
場

（
屋
外
）
…
図
１
の
②
．
③
．
④

参
照
（
１
年
契
約
）

▼
一
時
利
用
及
び
定
期
使
用
（
１

か
月
単
位
）
の
で
き
る
自
転
車
駐

車
場
（
屋
内
）
：
図
１
の
①
。
⑥

及
び
図
２
の
⑧
参
照

陰
我
孫
子
。
天
王
台
駅
周
辺
自
転
車
駐
車
場
一
覧
表

１
１

１
０
■
０
■
■
９
凸
■
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ

新
規
・
追
加
募
集

す
る
自
転
車
駐
車
場

屋根｜収容台数
有｜無|自転車|原付

管理人

勤務時間
名 称 料金

､

6:00～10:00

16:00～21:00① サイクルパーク・我孫子南 ○ 1．090 lか月800円

年間;犠瞬::：② 我孫子駅南口第1自転車駐車場 ○ 37(） 100 6:00～10:00

年間瀞:淵③ 我孫子駅南口第2自転車駐車場 ○ 1100 50 6:00～10:00

I
年間;鱸:淵④ 我孫子駅南口第3自転車駐車場 ○ 380 20 6?00～10:00

’ ’
⑤ 白山駐輪場 ○ 無料1，100 朝・夕3時間

▼
無
料
の
自
転
車
駐
車
場
（
屋
外
）

．
・
図
１
の
⑤
．
⑦
参
照

▼
利
用
で
き
る
人
住
居
や
勤
務

先
が
我
孫
子
・
天
王
台
駅
か
ら
５

０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
通
勤
↓

通
学
者
な
ど

▼
申
請
書
配
布
場
所
・
申
請
方
法

及
び
申
請
受
け
付
け
期
間

申
請
書
（
図
１
の
②
．
③
。
④
、

図
２
の
⑨
．
⑩
に
つ
い
て
は
施
設

の
管
理
棟
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
１
月
猫
日
（
木
）
か
ら

調
日
（
水
）
ま
で
の
間
に
利
用
さ
れ

る
施
設
の
管
理
棟
の
ポ
ス
ト
へ
投

函
し
て
く
だ
き
い
・
｛
申
請
は
１

人
１
台
に
限
る
）

※
図
１
の
①
．
⑥
、
図
２
の
⑧
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
管
理
人
の
い

る
午
前
６
時
か
ら
、
時
、
午
後
４

時
か
ら
９
時
（
た
だ
し
、
日
唯
日

を
除
く
）
ま
で
の
時
間
内
に
管
理

6:0()～10;00

16:00～21?00
⑥ 我孫子駅北口自転車駐車場 ○ lか月800円3．200

⑦ 税孫子駅北口仮設バイク駐車場 ○ 無料300

6:00～10:00

16:00～21:00
⑧ サイクルパーク・天王台南 ○ 2.200 85 lか月800円

○’

’
年I剛鳥糎:淵⑨ 天王台駅北口第1自転車駐車場 700100 6:00～10:00

年'帥;纒瀞::：⑩ 天王台駅北口第2自転車駐車場 ○ 65010(） 6，00～10:00

人
室
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
利
用
決
定
図
１
の
②
．
③
．

④
、
図
２
の
⑨
．
⑩
に
つ
い
て
の

申
請
は
一
括
で
審
査
し
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。
利
用
者
に
は
２
月
末
日

ま
で
に
定
期
駐
車
証
と
納
入
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
申
請
に
不
正
が
あ
っ
た
場
合
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

▼
シ
ー
ル
（
定
期
駐
車
券
）
の
交

付
納
入
通
知
書
が
届
い
た
利
用

者
は
、
郵
送
き
れ
て
き
た
納
入
通

知
書
に
よ
り
、
各
金
融
機
関
で
使

用
料
を
納
付
し
、
３
月
型
日
（
土
）

か
ら
誕
日
（
月
）
午
前
６
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
に
定
期
駐
車
証
と
領

収
書
を
管
理
棟
へ
持
参
し
、
シ
ー

ル
（
定
期
駐
車
券
）
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
図
１
の
①
．
⑥
、
図
２
の
⑧
の

利
用
決
定
に
つ
い
て
は
直
接
各
自

転
車
駐
車
場
の
管
理
人
室
で
利
用

申
し
込
み
と
同
時
に
決
定
し
ま
す
。

一言

議
長
に
増
田
文
俊
氏
、
副
議
長

に
宮
田
基
弘
氏
を
選
出

増田 文俊氏

図1〈我孫子駅周辺自転車駐車場＞ <天王台駅周辺自転車駐車場＞図2

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

へ

⑦我孫子駅北口仮
バイク駐車喝

～'⑥我彌料ロ自転車駐車堰
2階） 9

|西原地下歩道
÷

□L’ 埋
宮田 基弘氏

▲
』

轌塑…柏

霧霊蕊恥
天王台
一少

平
成
８
年
第
４
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
正
・
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に
増

田
文
俊
氏
（
死
歳
）
、
副
議
長

に
宮
田
基
弘
氏
（
駒
歳
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
改
造
昭
務
所

「
（ －－）

」⑤白山駐輪埋
一

』
’

一ー一一一ー一ーー■一一一一一一一一一一一一一ー一一一

手 賀 やすほとり沼 らぎのまちの

篁塗「
登録は市内の自転車商

協同組合加盟店で受け付

けています。盗難防止の

ためにぜひ登録を。

し防犯登録料1台500円

※詳しくは市民生活課

念(85)1111内線330へ
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柏
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告

（
２
月
五
日
か
ら
３
月
Ⅳ
日
ま
で
）

を
前
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
「
住

宅
取
得
等
特
別
控
除
」
や
「
医
療

識
控
除
」
な
ど
の
遮
付
申
告
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

市
役
所
課
税
課
で
も
、
２
月
３

市
で
は
、
大
規
模
な
災
害
の
際

に
、
避
難
所
運
営
な
ど
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

２
年
前
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
謹
災
で
は
、
多
く
の
方
が
ボ

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

鑿所得税の還付
署

雇申告はお早めに

大
規
模
災
害
時
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

Ⅱ
１
月
Ⅳ
日
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
Ⅱ

申告の必要な方は期限内に必ず申告を

日
（
月
）
か
ら
、
記
入
済
み
の
申
告

書
の
収
受
を
始
め
ま
す
。

申
告
期
間
中
は
、
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
還
付
申
告
や

相
談
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
確
定
申
告
、
市
・
県
民

税
申
告
を
忘
れ
る
と
、
金
融
機
関

か
ら
融
査
を
受
け
る
際
や
、
保
育

園
入
園
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
識
申

論
、
国
民
年
金
減
免
申
諦
の
際
に
、

課
税
証
明
や
所
得
証
明
の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

下
図
に
よ
り
申
告
が
必
要
か
ど

う
か
判
断
し
、
必
要
な
場
合
は
期

限
内
に
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

＊
申
告
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
広

報
あ
び
こ
２
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
柏
税
務
署
壷

（
蓮
２
３
２
１
、
ま
た
は
市
役
所

課
税
課
査
弱
）
１
１
１
１
内
線
３

３
４
．
３
３
５

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
救
援
活
動
や

避
難
所
運
営
に
協
力
し
、
被
災
者

の
援
助
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
大
規
模
震
災
初
動
体

制
計
画
を
作
り
災
害
対
策
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆

図
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
蝦
大
限
に
生
か

す
た
め
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
登
録
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
看

謹
婦
や
建
築
士
な
ど
の
専
門
の

知
誠
と
技
術
を
も
つ
「
専
門
分

野
」
と
「
一
般
分
野
」
の
二
つ
の

区
分
に
分
け
、
効
果
的
な
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
「
一
般
分
野
」
の
方

を
募
集
し
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
の
、
応
募
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容
大
規
模
災
害
に

41

、〆

お
け
る
①
避
難
所
の
運
営
、
②
炊

き
出
し
・
食
料
等
の
配
布
、
③
救

援
物
査
や
義
援
品
の
仕
分
け
・
輸

送
、
④
高
齢
者
や
障
害
者
等
災
害

弱
者
の
介
謹
⑤
清
掃
⑥
そ
の

他
被
災
地
に
お
け
る
作
業
な
ど

▼
募
集
対
象
＊
個
人
・
・
満
鵡
歳

以
上
で
、
市
内
在
住
・
在
学
在
勤

の
方
＊
団
体
・
・
・
市
内
に
事
業
所

を
有
す
る
法
人
、
ま
た
は
市
内
で

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
電
話
番
号
（
団
体
の
場
合
は
、

団
体
名
、
人
数
、
代
表
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
）
、
希
望
す
る

活
動
内
容
を
明
記
し
、
２
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８
市

役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
防
災
係
套

（
邸
）
１
１
１
１
内
線
２
１
７
へ

1

1

I 一

排個高齢者を迅速に発見。保護するために

|’

S○sﾈﾂﾄﾜ日刎組
’

脇
い
か
い

速
騨
蒋
湖
噸
灘
鑑
▼
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
▲

察
署
な
ど
と
と
も
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ

鯲
罫
豚
鶴
死
ｒ
粥
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
。
ネ
ッ
ト

足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
（
写
真
）
ワ
ー
ク
（
全
国
星
空
継
続
観
察
）

こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

は
、
我
孫
子
警
察
署
、
消
防
署
を
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ
デ
ス
星
団
）
を
対
象
に
観
察
し
ま

は
じ
め
、
市
医
師
会
、
市
内
タ
ク
ト
ワ
ー
ク
（
全
国
星
空
継
続
観
塞
す
。

シ
ー
・
バ
ス
会
社
、
Ｊ
Ｒ
各
駅
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
８
倍
程
度
の
双
眼
鏡
が
必
要
で

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
コ
ン
ビ
ニ
こ
れ
は
、
身
近
な
星
空
の
観
察
す
が
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
自
宅

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
デ
パ
ー
ト
、
警
を
と
お
し
て
、
大
気
保
全
・
地
球
で
観
察
で
き
ま
す
。
レ
ン
ズ
か
ら

術
会
社
な
ど
が
参
加
。
痴
呆
に
よ
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
見
る
冬
の
夜
空
は
、
星
空
の
ロ
マ

る
高
齢
者
の
行
方
不
明
が
発
生
し
ら
お
う
と
、
環
境
庁
が
主
体
と
な
ン
で
い
っ
ぱ
い
。

た
場
合
、
警
察
署
か
ら
フ
ァ
ク
シ
っ
て
毎
年
夏
と
冬
に
行
っ
て
い
る
こ
の
機
会
に
、
親
子
で
ぜ
ひ
ご

ミ
リ
に
よ
り
各
事
業
所
な
ど
に
情
も
の
で
、
冬
は
す
ば
る
デ
レ
ア
参
加
く
だ
さ
い
。

報
を
伝
え
、
捜
索
に
協
力
し
て
い
４
１
判
Ｊ
１
鋤
‐
川
刊
Ⅲ
Ｊ
則
川
刈
釧
▼
馥
察
日
１
月
犯
日
（
と
か
ら

た
だ
く
も
の
で
す
。
・
・
心
畢
一
・
｜
蝋
、
・
・
。
．
．
．
で
２
月
、
日
（
月
）
ま
で
の
条
件
の
良

同
時
に
市
で
は
病
院
な
ど
に
録
．
．
．
》
．
・
・
勇
一
い
１
日

心
◆

凸
杏
ｐ

澱
鯰
達
籠
溶
蕊
一
《
、
繊
・
鞠
Ｊ
葱
“
茎
螺
子
鰄
蕊
に
催

。
．
、
．
。
．
▼
観
察
場
所
観
察
者
の
自
宅
周

翫
》
》
恥
》
謹
卦
峰
桔
に
坐
喧
蔀
一
α
刑
．
一
・
《
．
．
礎
．
、
癖
・
夛
遼
か
鱗
無
料
で
星
座
早
見
盤
を
差
し
上
げ

時
入
所
で
き
る
よ
う
、
ア
フ
タ
ー
｜
・
・
．
．
．
・
・
・
・
歩
、
・
・
・
．
ま
す
）

■
●
Ｐ

ケ
ア
の
体
制
も
盤
え
て
い
ま
す
。
－
．
，
．
．
．
．
．
ゞ
．
ｆ
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

、
○
・
谷
０

認
聴
誰
灘
臘
課
在
一
瞬
像
陣
庶
腱
』
騨
攪
撞
繊
輔
蝋
云

’●
■
。
今
。
・

争

．
。
，
等
・
▲
宝
◆
。
。

●
甲

■
●
、
■
ｄ

心
◆
。

録
・
・
・
一
・
。
今
・

台
■

４｜
が
◆
ひ
．
↑
恥
。
ロ
■
。
。
、
。
畠

Ｂ
Ａ

Ｆ
合
●
一
一
一
国
一
》
企
。

沙
．
．
一
一
，
・
寺
．

●

◆
・
ゞ
●
唯
、
。
今

◆

●
●
。
◆
惑
亭
。
●
・
Ｄ
Ｃ
殉
、
●
。
一

毛
凸

争

■

け
り
●

ｅ
●

◆
●
●

０
．
・
燈
．

。
●
ぞ

。
。
●
で
。
。

。
が

．
．
。
．
癖
が
．

ｅ
■

●
●
白
争
■

●
伊
。
●
。
。

●
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●

●
準 ｜

’●

、 ノ

市
で
は
、
平
成
９
年
度
学
童
保

育
室
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
共
働
き
の
家
庭
や
、
母

子
・
父
子
家
庭
で
、
家
庭
保
育
の

困
難
な
市
内
小
学
校
在
学
児
童

（
１
年
生
か
ら
３
年
生
）

※
原
則
と
し
て
、
１
年
間
継
続
し

て
利
用
す
る
児
童
が
対
象
で
す

▼
活
動
内
容
放
課
後
の
児
童
の

生
活
指
導
・
余
暇
指
導

▼
保
育
料
児
童
１
人
に
つ
き
月

額
６
０
０
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
、
保
育
料
の
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
減
免
を
希

望
す
る
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に

前
年
度
の
市
・
県
民
税
課
税
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
各

学
童
保
育
室
（
左
表
参
照
）
に
用

意
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
１
月
誕
日
（
金
）
ま
で
に
各
学

平
成
９
年
１
月
か
ら
、
建
築
確

認
申
請
醤
類
の
一
部
が
、
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
提
出
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

ク
に
よ
る
申
請
は
、
当
分
の
間

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
併
せ
て
、

平
成
９
年
度
か
ら
、
大
型
特
殊

自
動
車
の
一
部
が
、
小
型
特
殊
自

動
車
と
し
て
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
１
月
か
ら
道
路
運
送

車
両
法
施
行
規
則
及
び
道
路
運
送

建
築
確
認
申
請
書
類
の
一
部
を

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
も
受
け
付
け
ま
す

大型特殊自動車の一部が

軽自動車税の課税対象に
a

従
来
の
番
類
に
よ
る
申
舗
醤
等
の

提
出
も
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
書
類
の
み
に
よ
る
申
満

も
、
引
き
続
き
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課
建

築
指
導
係
電
（
唖
１
１
１
１
内
線

５
２
８

車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

登
録
の
際
は
、
販
売
証
明
書
、

印
鑑
、
諸
元
表
（
取
り
扱
い
説
明

書
）
を
持
参
し
、
市
役
所
課
税
課
．

各
支
所
で
申
諭
し
て
く
だ
さ
い
。

※
習
志
野
ナ
ン
バ
ー
で
登
録
さ
れ

て
い
る
対
象
車
両
は
、
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所
で
抹
消
申
講
後

市
役
所
課
税
課
で
登
録
申
講
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
車
両
＊
挫
耕
作
業
用
自

動
車
・
・
・
最
高
速
度
弱
キ
ロ
未
満
の

も
の
＊
そ
の
他
の
特
殊
自
動
車

（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）
：
・
最
寓

速
度
妬
キ
口
以
下
の
も
の

▼
問
い
合
わ
せ
課
税
課
市
民
税

係
電
（
錨
）
１
１
１
１
、
ま
た
は
習

志
野
自
動
車
稜
査
登
録
事
務
所
霊

０
４
７
４
（
“
）
２
４
１
５

I

I

I

1

はい

はい

いいえ

はい

はい

一
九

一

、し、し

はい

いいえ
一

い
えい

は
い

一
一

はい

ー可
なっていますか

いいえ

はい

：』市・県民＃

“…

いいえ
一

一

一
え

、し、し

／
一
九

一

、し＄し

1いいえ

db

l
は
い

あなたは所得税、市･県民税の申告をする必要があるのでしょうか

平成9年1月1日我孫子市に

住んでいましたか

平成8年中に収入が

ありましたか

税務署に確定申告をしますか

(所得税）

収入は給与･でしたか

1月1日現在も給与の

支払いを受けていますか

給与以外の収入（年金・

報酬等）がありましたか

同居の家族の扶養に

なっていますか

我孫子市へ申告する必要はありません。

1月1日現在居住地の市町村役場、ま

たは所轄の税務署へ申告してください

勤務先から我孫子市へ給与支払

報告諜が提出されていますか

市・県民税申告の

必要があります

市・県民税申告の

必要はありません

平
成
９
年
度

挙
富
保
育
宮
の
利
開
者
壱
募
集

学童保育室名（対象校）

手賀沼（第一・第四小）

根戸小（根戸小）

並木小（並木小）

一
一 小（第二小）

三小（第三小）

高野山小（高野山小）

湖北台（湖北台西・東小）

湖北小（湖北小）

新木小（新木小）

布佐小（布佐・布佐南小）

電話

84-1710

85-1295

83-2491

82-8030

84-9831

84-5779

88-0195

87-2474

88-7544

89-3364
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[竺韻］蔵E之騨
伽
灸
第
９
期
受
講
者
を
募
集

あ
び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
誰
座
の
第
９
期
（
２

月
１
日
開
識
）
受
識
者
を
募
集

し
ま
す
。

今
回
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の

最
新
版
〃
一
太
郎
バ
ー
ジ
ョ
ン

７
″
の
講
座
を
開
諭
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
一
太
郎
に
触
っ
て

パ
ソ
コ
ン
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
〃
一
太
郎
バ
ー

ジ
ョ
ン
６
″
を
使
っ
た
「
日
商

検
定
試
験
』
を
め
ざ
す
誰
座
も

開
講
し
て
い
ま
す
。
模
擬
試
験

を
含
む
過
単
元
の
講
座
に
加
え
、

”
時
間
程
度
の
練
習
時
間
も
用

意
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
パ
ソ
コ
ン
を

〉電話勧誘、マルチ商法の規制を
／~、

’
市
民
プ
ラ
ザ
パ
ソ
コ
ン
教
室

訪問販売法が一部改正に
、

悪
質
商
法
か
ら
消
費
者
を
保
誠

す
る
法
律
と
し
て
、
「
訪
問
販
売

法
」
が
あ
り
ま
す
。

最
近
、
こ
の
法
の
網
を
ぬ
け
た
念

悪
質
商
法
の
巧
妙
な
手
口
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
ｎ
月
か
ら
同
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
の
内
容
は
、
①
電
話
勧
誘

販
売
の
規
制
対
象
へ
の
追
加
、
②

連
鎖
販
売
取
引
字
ル
チ
商
法
）

の
規
制
強
化
な
ど
で
す
。

主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
電
話
勧
誘
販
売
＊
ク
Ｉ
リ
ン

グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
の
適

用
（
８
日
以
内
）
＊
威
圧
・
困

惑
行
為
の
禁
止
＊
書
面
交
付
の

義
務
づ
け
＊
違
反
者
の
取
り
締

ま
り
（
立
入
検
恋
・
嗣
則
）
な
ど

②
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
逵

＊
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
の
延

長
（
皿
日
間
か
ら
即
日
間
へ
）

＊
威
圧
・
困
惑
行
為
、
身
分
・
電

話
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
な
い
な

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎
パ
ソ
コ
ン
相
談
も
ご
利
用
を

毎
月
第
４
金
曜
日
午
前
、
時
釦

分
か
ら
正
午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
な

ん
で
も
相
談
（
予
約
制
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼PCカレッジ講座

単
元 受購料雛座名

ウ

|卜 20.000円一太郎

(ワープロ）

Ver.6 8

Ver7 20.000円8

初級 20,000円8（
表
計
算
）

エ
ク
セ
ル

中級 15､()00円』 ノ

､T
ビジネス編 28.000円8

ど
の
禁
止
行
為
に
つ
い
て
規
制
対

象
者
を
拡
大
＊
違
反
者
取
り
締

ま
り
範
囲
の
拡
大
な
ど

た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

は
、
適
用
と
な
る
商
品
・
権
利
・

サ
ー
ビ
ス
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
取
引
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
適
用
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

悪
質
商
法
は
、
ま
す
ま
す
手
口

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月

に
胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。な

お
、
現
在
治
療
中
ま
た
は

医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
て
い

る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
１
月
鵡
日
（
土
）
か
ら
休
館

日
（
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
（
４
）
面

を
参
照
）
を
除
く
毎
日
、
午
前

、
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
に
、

直
接
市
民
プ
ラ
ザ
霊
（
理
２
１

１
１
へ

ウインドウズ95 1,600円2

胃
瀞
施
檎
診
⑳
勇
診
壱

｜
燗
一
梱
一
円
ｌ
’

パソコン通信 12.300円4

検定講座
一一一一一一一一＝ーニーー

検定識座(学生）

30000円

13 割くLJ

l
C

25.000円

※学生の方は、申し込む際に学生証
をご持参ください。

が
巧
妙
に
な
っ
て
お
り
、
訪
問
販

売
法
だ
け
で
す
べ
て
の
ト
ラ
ブ
ル

が
防
げ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
必
要
の
な
い
も
の
は
、
き
っ

ぱ
り
断
る
」
「
う
ま
す
ぎ
る
も
う

け
話
に
は
、
の
ら
な
い
」
な
ど
、

鵡
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
が
、
自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
し
て
就
労
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
次
の
条
件
に
す
べ
て
当
て
は

ま
る
方
は
、
労
働
省
か
ら
委
託
さ

れ
た
「
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開

発
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
（
埼
玉
県
新

座
市
）
で
、
所
定
の
運
転
免
許
教

習
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録

し
て
あ
る
方

②
運
転
免
許
試
験
場
で
の
運
転
適

性
検
査
に
合
格
し
た
方

③
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓

練
セ
ン
タ
ー
が
入
所
を
認
め
た
方

▼
教
習
期
間
３
か
月
（
入
所
日

は
、
１
．
４
．
７
．
，
月
の
各
月

初
め
で
宿
泊
施
設
も
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
身
体
障
害
者
運
転

能
力
開
発
訓
練
セ
ン
タ
レ
輯
騨
蓉

０
４
８
（
４
８
１
）
２
７
１
１
へ

秀
だ
し
、
月
峨
日
を
除
く
）

▼
対
象
市
内
在
住
の
如
歳
以
上

の
方
（
受
診
日
は
、
男
・
女
で
異

な
り
ま
す
）

▼
実
施
期
間
３
月
３
日
（
月
）
か

ら
嘔
日
（
火
）
ま
で
（
た
だ
し
、
木
．

土
・
日
醗
日
を
除
く
）

▼
賀
用
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〈

|自動車運転

遮壽
習教料無の

ーqp鋸 学剣怜や到邑雫幸割いや国粋…一や寺

←i・幸…｡.f.、

陰惑
親；

譲
れ＃
あ；
い＃

鑿

§

幸｡§.…｡.‘.｡‘｡.§シ

十

市
で
は
、
１
月
１
日
か
ら
新
し

く
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
住
宅

改
造
費
の
助
成
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の

方
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど

を
対
象
と
し
て
、
日
常
生
活
を
行

う
上
で
、
移
動
、
歩
行
、
そ
の
他

消
費
者
自
身
が
契
約
に
対
す
る
自

覚
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
被
害
に
あ
っ
て
困
っ
て

い
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
時
間
祝
日
を
除
く
月
曜

日
か
ら
金
峨
日
午
前
、
時
か
ら
正

午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時

▼
問
い
合
わ
せ
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
壷
（
記
）
０
９
９
９

ガ
キ
〈
１
人
１
枚
・
連
名
不
可
）

に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
《
電
話
番
号
を
明
記
し
、

２
月
、
日
（
月
・
必
着
）
ま
で

に
湖
北
台
１
の
理
の
妬
保
健
セ

ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ

※
受
診
券
は
、
２
月
末
に
発
送

し
ま
す
。住

宅
改
造
費
助
成
事

＆
軍
？
６
Ｆ
目
“
９
号
や
ご
＆
Ｐ
９
Ｅ
Ｆ
ｘ
め
り
血
正
子
。
▲
心
９
６
“
百
晶
鞘
○
角
と
５
几
畢
９
ｓ

り

冬
は
、
星
の
輝
き
が
一
年
中
で

一
番
美
し
い
季
節
。

天
体
望
遠
鏡
を
使
い
、
雄
大
に

広
が
る
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
や
土
星

な
ど
の
星
座
観
察
を
、
親
子
で
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
２
月
８
日
主
）
午
後
５

時
か
ら
９
時
禿
だ
し
、
雨
天
の

場
合
は
、
内
容
を
変
更
し
て
実
施
）

▼
場
所
教
育
委
員
会

▼
内
容
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る
星

日
常
生
活
に
お
け
る
動
作
に
支
障

が
あ
り
、
居
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、

廊
下
、
玄
関
な
ど
住
宅
の
改
造
を

必
要
と
す
る
と
き
に
、
そ
の
賛
用

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
生
計
中
心
者
の
所
得
税

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
行
政
と

市
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
健
康
の

保
持
・
増
進
を
図
り
、
明
る
い
家

庭
生
活
が
お
く
れ
る
た
め
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
保
健
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
定
員
つ
く
し
野
、
天

王
台
、
青
山
台
、
湖
北
台
各
地
域

在
住
の
如
歳
か
ら
死
歳
ま
で
の
女

性
の
方
、
若
干
名
（
面
接
で
決
定

し
ま
す
）

▼
活
動
内
容
保
健
セ
ン
タ
ー
事

業
の
Ｐ
Ｒ
、
家
庭
訪
問
な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
保

健
セ
ン
タ
ー
所
定
用
紙
（
保
健
セ

ン
タ
ー
で
配
付
）
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
２
月
５
日
（
水
）
ま
で
に

引 集ト募

保
健

推
進
貢

業
を
開

座
観
察
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど

▼
講
師
田
中
正
一
ほ
か
２
名

▼
定
員
親
子
鋤
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
愛
１
人
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
「
冬
の
星
座
観
察

参
加
希
望
」
と
明
記
し
、
１
月

聖
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
我

孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
妬
）
１
１
５
１
へ

（
年
額
）
が
犯
万
円
未
満
の
世
帯

▼
助
成
額
釦
万
円
を
上
限
と
し

て
総
工
事
費
の
２
分
の
１
の
額

（
総
工
事
識
が
３
万
円
未
満
の
場

合
は
３
分
の
２
の
額
）

※
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内

在
宅
ケ
ア
係
壷
（
趣
１
６
１
１
へ

保
健
セ
ン
タ
ー
壷
（
訂
）
１
１
３
１

へ
持
参

十
月
下
旬
の
林
の
縁
で
、
茨
色

に
色
づ
い
た
葉
や
、
い
く
つ
か
の

あ
、
」

い
自
助
、

ア
し／一● ⑧－、

１
鳳
箇

始
迦伊

華…
ヨ
ロ HP÷÷幸÷幸幸幸幸幸÷零

I ム
カ
ゴ
を
つ
け
た
ヤ
マ
ノ
イ
モ
に

出
会
い
ま
し
た
。

ム
カ
ゴ
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
小
さ

く
し
た
よ
う
な
形
で
、
地
面
に
落

ち
て
発
芽
す
る
と
、
一
個
の
ヤ
マ

ノ
イ
モ
に
な
り
ま
す
。
ム
カ
ゴ
や

地
下
の
芋
と
呼
ば
れ
る
長
い
根
は

食
用
に
さ
れ
ま
す
。
木
や
草
に
巻

つ
る

き
つ
い
た
塗
を
上
か
ら
眺
め
る
と
、

ど
れ
も
左
巻
き
に
巻
い
て
い
ま
す
。

－

） （第1回風景写真コンテスト

,次』
ヤマノイモ最優秀賞は堀井貞彦乱一二二

’二＝
0

(やまのいも科）
入選作品は市民会館で展示します

9

よ
り
よ
い
景
観
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
開
催
し
た
第
１
回
「
風
景
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
会
が
、

狸
月
四
日
（
木
）
市
民
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
応
募
総
数
甜
点
の
中

か
ら
最
優
秀
蛍
に
選
ば
れ
た
の
は
、

堀
井
貞
彦
さ
ん
香
山
台
）
の
作

品
「
静
寂
の
沼
」
（
写
真
）
。

そ
の
ほ
か
の
入
選
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

な
が
さ
く
に
と
し
お
さ
ひ

＊
優
秀
賞
永
木
群
祥
、
大
岡
修
、

唯
帥
Ｌ

須
田
猛

＊
審
査
員
特
別
賞
森
か
ず
お

か
じ
た
し
げ
ろ
う
に
い
ざ
わ
し
ん

瑛
諌
霧
鬮
鎌
善
撫

一
、
河
野
吉
久
、
垣
花
泰
三
、
管

け
い
せ
い

景
浄
、
小
松
進
一
、
酒
井
日
出
男
、

ず
い
こ
か
な
め

山
田
和
彦
、
松
沢
瑞
子
、
山
下
要

（
敬
称
略
）

◎
入
選
作
品
を
市
民
会
館
に
展
示

入
選
作
品
は
１
月
狙
日
主
）
か

ら
１
月
釘
日
（
金
）
ま
で
、
市
民
会

館
２
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

手
賀
沼
は
も
ち
ろ
ん
利
根
川
、

古
利
根
沼
、
筑
波
山
、
老
樹
古
木

の
遠
景
、
近
景
な
ど
、
す
ば
ら
し

い
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
壷

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７

ノ
ー

夏
に
な
る
と
、
二
枚
ず
つ
対
一

に
な
っ
た
葉
の
つ
け
根
か
ら
、
｜

白
い
花
穂
を
出
し
ま
す
。

ヤ
マ
ノ
イ
モ
に
は
雌
雄
が
あ

り
、
雄
株
は
雄
の
花
穂
を
上
向

き
に
立
て
、
雌
株
は
雌
の
花
穂

を
下
向
き
に
垂
ら
し
ま
す
。
秋

に
な
る
と
へ
雌
花
か
ら
三
個
の

は
ね

丸
い
羽
根
を
持
っ
た
果
実
が
で

き
ま
す
。

ヤ
マ
ノ
イ
モ
と
い
う
名
は
、

里
芋
に
対
す
る
名
で
す
。
山
野

に
自
然
に
で
き
る
イ
モ
と
い
う

じ
ね
ん
じ
上

意
味
で
自
然
薯
と
も
い
い
ま

す
。

イ
モ
の
皮
を
む
い
て
乾
燥
し

た
も
の
は
、
滋
養
強
壮
や
咳
止

め
の
薬
に
な
り
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、I
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こはらみお

小原美桜ちゃん
（湖北台･1歳9か月） ’

■
・
■
■

I

|’
L

い でかずき

井手一樹〈ん
（都｡1歳4か月）

’、

1

で
も

里

何となく不安で誰かに相談しだ

いが相談できない、相手がいない

などでお悩みの方は、お気軽にご

相談ください。

修日時毎月第3火曜日、午後1

時30分から3時

’場所市民プラザ

傍費用無料

し相談方法専門のカウンセラー

との個別相談（秘密厳守）

歩問い合わせボランティアセン

ター恋(85)5233

回国国回口 ’

⑳⑤⑨圃慰
▼社会福祉事業墓金にと、ボーイ

スカウト我孫子第1団様、芝原旅

行会様、（株)アビコフーズチャレ

ンジャー我孫子店様、小野友之助

様（つくし野）から寄付がありま

した。

▼社会福祉協議会へ福祉のだめに

と、社会教育ゼミナールおしゃれ

班様、第1水曜会様、ホームプラ

ザマスダ様、ディリーストア一様、

田中剛様（並木）から寄付があり

ました。

や

戸

’ ’
伝 資 格 保 母 も し く は 幼 稚 園 教 諭

資格を有する方

伝勤務時間月曜日から金曜日の

午前8時45分から午後3時30分

世定員2名

し申し込み・問い合わせ電話で

湖北台幼児教室含(88)0185へ（午

前9時から正午まで）
｜

’ ’
’日程2月22日(土)から23日

(日)までの1泊2日

惨場所干葉県女性センター

惨対象・定員県内在住・在勤の

20代前半の女性、先着30名

医内容「恋愛・結婚|こついて｣、

「メディアと美意識」など

し受講料無料(宿泊費等は実費）

傷申し込み・問い合わせ講座申

込用紙（市役所企画課|こ用意）に

必要事項を明記し、80円切手を貼

った返信用封筒を同封のうえ、2

月8日(土)までに〒277柏市柏の

葉4の3の1さわやかちば県民プ

ラザ内千葉県女性センター公(40）

8602へ郵送

瀞

》
》
》
》

、

’ ｜
I

シ曰時2月2日(日)午後1時か

ら4時（参加費無料）

し場所湖北地区公民館

し講師栗馴|眉一（松戸市立小金
南中学校教諭）

歩問い合わせ我孫子市学童保育

連絡協議会村越a(83)4476

伝日時2月2日(日)開場…午前

10時30分、開演…11時

し場所市民会館

し入場科無料

し問い合わせ阿部登(88)8046

一一－

定例教育委員会の開催

し曰時1月24日(金)午後1

時30分から

修場所水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総

務課窓(85)1151

市税は便利な口座振替で
1月31日(金)は、市・県

民税第4期分の納付期限で

す。忘れずに収めましょう。

なお、口座振替にすると

納め忘れもなく便利ですの

で、ぜひご利用ください。

＝収税課冠(85)1111＝

市 職 員

市商工会女子職員
おしゃべりｻﾛﾝ02棚を

平成9年1月1日現在＊人口126,378人(前月比十173人）

*男63,177人＊女63,201人＊世帯数44,125世帯

手作りみそ講習会

市民スキー教室 日程

1月22日剛

1月29日伽

2月11日侭）

2月12日伽

2月26日伽

場所

天王台j駈隣ｾンター

中央公民館

市佐南

湖北地区公民館

久寺家町内会館

時間

午
後
１
時
約
分

か
ら
３
時

定員

各
会
場
先
着
別
名

神経難病相談
rおとうさんのボラン
ティア教室」参加者

平成8年度柏地区障害児学級合同
第16回『花と太陽と希望の作品展」

労災職業病なんでも相談
儲膳詫人ﾎー ﾑ職職員

消費生活講座

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃ伽ﾝ1j造-ビｽ冠侶5)1313

リウマチの会講演会
1⑰木

Ⅱ7金

18土

l⑪⑤

20月

21火

22水

23木

24金

25土

Z⑥⑧

27月

28火

29水

ろ⑪木

31金

・法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃鳥の博物館・市民ブラザ休館

K豆税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
画市民プラザ休館

壷外国人相談＝市民プラザ13:30～15:30
‘意市役所閉庁(一部の施設は除く）

－少年の日

－日曜当番医＝テレホンサービス
壷沐日裁急歯科診覇日=休日救急歯科診爵所(市民会館内)9:00~11;30
〃結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
画家庭の日

壷心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

毎市民会館・市民図誓館・鳥の博物館休館

壷つつじ荘・西部福祉センター休館

－法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

瞳軍健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

K壷：人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
毒市民プラザ休館

毎市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス
=休日裁急歯科診願日=休日救急歯科診霞所(市民会館内)9:冊~11:30

‐心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
壷市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
【壷市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

【壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
－水道料金納入期限＝口座振替日
K壷つつじ荘・西部福祉センター休館

－市民ブラザ休館

〃国民年金保険料払込期限＝口座振替日

湖北台幼児教室保育者 1 侭

雨民ｲﾝヂｨｱｶ大会

｜
貝
■

古利根パートミウオツチング・
古利根子ども探検隊

千葉県女性センター
r若い女性のための講座｣参加者

デイ･ホーム『あらきのお家」
開 所式

友愛バザー

放課後を考える集い
講演会｢教師からみたいじめ」

第37回昭和の演歌
｢歌と踊り新春の大会」 1月26日は文化財防火デー

昭和24年1月26日は、法隆

寺金堂が焼失した臼です。

大切な文化遺産をみんなで

火災から守りましょう。


